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スキー場民間に委託 今季も営業
～ 長野県  株式会社ライズを 指定管理者に ～

６月
定例会

　６月定例会が５日から10日
まで開催された。補正予算、条
例改正、全戸配布される防災情
報アプリ搭載のタブレット取得
など12件の議案について審議
し全員賛成で可決した。

総
合
政
策
課
長
　
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
導

に
よ
り
使
用
使
途
を
明
確
に
し
事

業
に
充
当
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

個
人
版
の
財
源
は
町
全
体
の
振
興

に
充
当
す
る
が
今
年
度
か
ら
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
充
当
し
た
事
業
を

掲
載
す
る
。

寒
河
江
宏
一
議
員
　
妊
婦
に
対
す

る
遠
方
の
分
娩
取
扱
施
設
へ
の
交

通
費
及
び
宿
泊
費
の
支
援
事
業
費

の
補
助
金
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長
　
金
山
か
ら
山
形

大
学
医
学
部
附
属
病
院
を
想
定
し
、

当
町
の
旅
費
規
程
に
基
づ
き
交
通

費
が
７
０
４
１
円
の
80
％
（
国
の

要
綱
）、宿
泊
費
が
１
万
１
８
０
０

円
か
ら
２
０
０
０
円
を
控
除
し
た

額
（
国
の
要
綱
）
で
算
定
し
て
い

る
。
分
娩
の
み
で
通
院
は
対
象
に

な
ら
な
い
。

五
十
嵐
優
一
議
員
　
や
く
し
苑
の

災
害
用
発
電
機
設
置
場
所
の
変
更

に
よ
り
接
続
ケ
ー
ブ
ル
工
事
費
が

増
額
さ
れ
て
い
る
が
変
更
場
所
は
。

ま
た
教
育
委
員
会
も
発
電
機
を
併

用
で
き
る
の
か
。

町
民
税
務
課
長
　
改
善
セ
ン
タ
ー

機
械
室
の
脇
外
の
予
定
だ
っ
た
が

騒
音
を
考
え
、
や
く
し
苑
と
の
渡

り
廊
下
に
変
更
し
た
た
め
ケ
ー
ブ

ル
が
長
く
な
っ
た
。
こ
の
発
電
機

は
大
型
の
も
の
で
施
設
全
体
の
電

源
が
ま
か
な
え
る
。

（
議
第
65
号
）

沼
澤
道
也
議
員
　
指
定
管
理
者
の

ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る
段
取
り
や

町
と
の
契
約
は
具
体
的
に
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

産
業
課
長
　
管
理
会
社
か
ら
一
人

が
金
山
に
移
住
し
て
管
理
業
務
を

行
う
こ
と
に
な
る
。
従
業
員
は
こ

れ
ま
で
働
い
て
き
た
方
を
中
心
に

町
民
を
雇
用
す
る
意
向
で
あ
る
。

契
約
は
指
定
期
間
の
他
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
度
で
や
る
べ
き
こ
と
を
双

方
が
確
認
し
締
結
す
る
年
度
協
定

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

星
川
智
子
議
員
　
昨
年
度
の
よ
う

に
少
雪
で
ス
キ
ー
場
の
営
業
日
数

が
少
な
い
場
合
、
指
定
管
理
料
は

減
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

産
業
課
長
　
極
端
に
雪
が
少
な
く

全
く
営
業
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

双
方
協
議
の
上
減
額
と
い
う
可
能

性
は
あ
る
が
、
多
少
の
誤
差
に
関

し
て
は
精
算
は
し
な
い
。

中
村
忠
行
議
員
　
指
定
管
理
者
か

ら
ど
の
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
の

か
。
民
間
に
ス
キ
ー
場
を
任
せ
る

こ
と
で
支
出
を
含
む
町
へ
の
影
響

は
。

産
業
課
長
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
の

施
策
の
充
実
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス
を
利
用
し
た
誘
客
、
経

営
す
る
他
ス
キ
ー
場
と
の
連
携
な

ど
提
案
が
あ
り
、
そ
の
中
で
グ
リ

ー
ン
バ
レ
ー
全
体
を
経
営
す
る
構

想
も
あ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

は
全
て
指
定
管
理
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
町
が
予
算
化
し
た
も
の

と
ほ
ぼ
同
額
の
内
容
で
あ
る
。
雇

用
面
で
も
同
様
と
み
て
い
る
。

（
議
第
57
号
）

大
場
洋
介
議
員
　
児
童
手
当
法
改

正
で
児
童
手
当
の
支
給
が
高
校
生

ま
で
延
長
に
な
っ
た
が
、
高
校
生

の
扶
養
控
除
額
や
児
童
手
当
の
増

額
に
よ
る
世
帯
の
負
担
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
児
童
手
当
が
支

給
さ
れ
る
全
世
帯
が
今
よ
り
も
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
る
と
い
う
政

府
の
試
算
で
あ
る
。
ま
た
扶
養
控

除
の
内
容
が
変
わ
っ
て
も
児
童
手

当
の
支
給
額
に
は
影
響
し
な
い
。

矢
口
政
一
議
員
　
東
京
金
山
会
65

周
年
記
念
大
会
に
金
山
か
ら
多
数

の
参
加
者
が
向
か
う
予
定
だ
が
、

当
初
予
算
10
万
円
の
賛
助
金
に
上

乗
せ
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
記
念
大
会
へ
の
賛
助
金
を

用
意
し
、
さ
ら
に
今
回
は
通
常
よ

り
多
く
の
町
民
の
参
加
と
い
う
形

で
金
山
会
に
貢
献
し
て
い
る
。
会

の
運
営
が
厳
し
い
と
す
れ
ば
会
費

の
値
上
げ
が
本
来
と
考
え
る
。

中
村
忠
行
議
員
　
現
在
、
個
人
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
の
希
望
は

受
け
て
い
な
い
が
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
は
ど
う
す
る
の
か
。

１. 補正予算
議案番号
議第57号
議第58号
議第59号
議第60号
議第61号
議第62号

議　　　　　案　　　　　名 補  正  額 補　正　後

６月議会定例会提出議案（全議案を全員賛成で可決､同意）

令和６年度　金山町一般会計補正予算（第２号）
令和６年度　金山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和６年度　金山町介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和６年度　金山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和６年度　金山町水道事業会計補正予算（第１号）
令和６年度　金山町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

2187万7千円
△120万4千円
△144万6千円
229万6千円

10万円
37万2千円

46億8080万円
2億2029万6千円
7億8185万4千円
8049万6千円
2億30万円

2億967万2千円

２. 条例改正
議案番号

※各会計間における令和６年４月１日付け人事異動による人件費の調整を含む。

議第63号

議第64号

議　　　　　案　　　　　名

金山町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について
《行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部改正に伴い、所要
の改正を行うもの》
金山町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
《国家公務員の給与法の通勤手当に関する規定の改正に伴い、在宅勤務手当を支給される者について、
通勤手当額を減額調整する規定を整備するもの》

３. 人事案件、その他
議案番号

議第65号

議　　　　　案　　　　　名
金山町公の施設の指定管理者の指定について
《金山町神室スキー場の指定管理者を株式会社ライズに令和６年７月１日から令和８年３月31日ま
で指定するもの》

議第66号 除雪機械の取得について
《老朽化したロータリ除雪車を更新するため、昭和建機株式会社より取得するもの》

議第67号 金山町監査委員の選任について
《金山町監査委員に、引き続き丹洋一氏を選任するもの》

議第68号 防災情報配信アプリ搭載タブレットの取得について
《防災情報配信アプリ搭載タブレット1700台を株式会社デンソーより取得するもの》

４. 議員発議
発議番号

発議第1号

議　　　　　案　　　　　名
金山町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
《地方自治法の一部改正に伴い、議会に係る手続きのオンライン化への対応及び現在の社会情勢に
照らした文言調整、規定ぶりの見直しを行うもの》

発議第2号 金山町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
《地方自治法の一部改正に伴い、議会に係る手続きをオンラインで可能とするもの》

発議第3号
医療機関・介護施設へのさらなる支援の拡充と、ケア労働者の勤務環境と処遇改善を求めるための
意見書
《医療機関・介護施設へのさらなる経済的支援と労働者の待遇改善、患者・利用者の負担軽減策を
求める意見書を関係機関に対し提出するもの》

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨


